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病院で発生した心停止患者に実施した ActiveCompression-Decompression 

心肺蘇生法と標準的な心肺蘇生法との比較

要約

米国 NorthShore大学医学部付属病院において、

1992年 10月から 1993年 4月の問、現在行われてい

る標準的な心肺蘇生(以下、 STDCPR)と

Active Comression-Decompression心肺蘇生(以下、

ACD CPR)との遣いが比般研究された。

対象 :同病院に入院した18歳以上の男女62名(男:45、

女:17)で明らかに心停止と判定された患者。

患者の平均年齢は62:t2歳。

方法 :1)決定点(end-points)

結果 :

.m期蘇生(Initia1resuscitation) 

・24時間生存(Surviva1at 24 hours) 

・退院(Hospita1discharge) 

・神経学的評価(Neuro1ogicoutco皿e)

2)胸部圧迫法

米国心臓学会推奨の方法によった。

3)蘇生法の選択

病院が規定している rAdvancedCardiac 

Life Supportプロトール』により順次

STD CPRか ACDCPRかが選択的に適用さ

れた。その結果、

STD CPR : 33例、 ACDCPR : 29例になった。

ACD CPR STD CPR P値

グループ グループ

1)初期蘇生 18例(62") 10例(30百) <0. 03 

2)24時間生存 13例(45首) 3伊IJ(9地) <0.004 

3)退院 2伊IJ(7首) 0(0耳) NS 

4)17Aj-昏睡 8.0 3.5 <0.02 

状態の口了

NS:Not significant 

決定点は、

・初期蘇生:成功率は脈拍の回復が認められ、

少なくとも心室収縮時血圧が

90田園Hg以上で1時間以上に及ん

だ例を成功とした。

・神経学的評価:蘇生約24時間後において、グラ

スゴー昏睡状態スコアによって

評価した。

結論 r初期蘇生』と r24時間生存』において顕著

な結果が示され、 ACDCPRに有意な改善が認

められた。また、神経学的評価においても同

様であった。除細動器の併用は ACDCPRの

方が STDCPRより明らかに優れていた。

意識が回復した患者の胸部X線と死後患者の

胸部検査において、いずれも肋骨骨折や胸部

外傷は認められなかった。

対象とした母集団の患者の少なくとも 6仰が

死に至る病気を先在していた。

(Todd J. Cohen. ID. et a1; A co皿parisonof Ac-

tive C凹 pression-Dec叩 pressioncardiopu1凹 nary

resuscitation曹ithstandard cardiopu1皿onary

resuscitation for cardiac arrests occurring ln 

the hospita1. N Eng1. J. Med.. Vo1.329. No.26. 

1918-1921. 23 Dec. 1993.) 

【翻訳 :松本医科器械宣伝企画部遠藤一夫】
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アンフカーディオポンフ|
Active ompression Decompression method 

Ambu CardioPump 

心肺蘇生の
ニューステージ

ACD (Active Compression 

Decompression)心肺蘇生

法にもとづき設計されたア

ンプカーディオポンフ。は、

より確実で、効果的な心肺

蘇生をもたらします。
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